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近い将来、中学・高校の教壇に立った時、専門

教科を教える難しさはもちろんですが、それ以上に

生徒指導の方法で戸惑う場合が多いだろうと予想さ

れます。専門教科については、大学の授業で学び、

準備しておくことができます｡生徒指導についても、

大学で学ぶ理論はもちろん、役立ちます。しかし、

生徒との対応は、大学での学びからはみ出た部分が

大きく、私自身の経験に照らし合わせても、教育現

場で初めて学べる部分が大きいと言えましょう。

この稿では、私自身の教育現場での経験を踏ま

えながら、生徒指導の方法、特に「叱る」とは如何

なる行為か、あくまで私個人の考えを書いてみるこ

とにします。

まず「体罰｣。もちろん、してはいけません。こ

れについては、別の機会に詳しく説明したく思いま

すが、ここでは、生徒の体を損なう危険が大きすぎ

ることと、安易に認めた場合、際限なく広がる危う

さがそこに含まれているとだけ言っておきます。

体罰を認めないことを前提とした上で、ルール

違反をした生徒に対して、どのように向かい合うべ

きか。近年の学校教育を見ていて気になるのは、体

罰禁止の反動もあってか、厳しい叱責、特に「大声

で叱る」のを避けたがる風潮が感じられることで

す。別の見方をすれば､ルール違反をした生徒には、

何故いけないか、きちんと理由を説明してあげれば

それで十分、「叱る」のでなく、大切なのは「説諭」

だという考えが一部で広まっているように感じられ

ます。こうした考えは、特に大学で学問を深く修め

たばかりの新人教員に多く見られるように思われま
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す。

「説諭」はもちろん大切です。理由も説明せずに

叱りつけるようでは、もはや教育ではありません。

特に反抗期に当たる中学生などは、クラスメイトの

前で厳しく注意されると態度を硬直させる傾向があ

り、彼らには確かに「叱責」より個別的な「説諭」

が大切と言えましょう。

しかし、その上で、さらに強調したいのは、《時

には大声で叱ることがやはり必要だ》ということで

す。言葉の説明だけでは生徒に真意が伝わらない場

合も多々あって、いつもいつも説諭だけでは不十分

なのです。その理由を以下に説明します。

「叱る」ことに限らず、他人に自分の気持ちを伝

える方法を考えてみましょう。

例えば、母親が子‘供へ、「あなたのことを愛して

いる」と伝えたい場合、そのように語りかけるだけ

で気持ちが伝わるでしょうか。否、です。母親が子

供を抱きしめてあげるからこそ、気持ちは伝わりま

す。このことは、母子の場合だけでなく、もっと成

長し、大人になってからも同じと言えます。皮膚感

覚を持って、いわば本能にも訴えてこそ愛情は伝わ

るのです。人間は確かに知的な生き物として言葉を

駆使する存在ですが、それ以前に、人間も本能を内

に抱えた「動物」なのです。

従って何かルール違反をした生徒がいた場合、

｢あなたのしたことは、こういう意味でいけません」

と説明したからと言って、こちらの考えがいつも十

分に伝わるかというと、そうではありません。時に

は本能で訴える、つまり「大声で叱る」ことも必要

になってきます。「頭」だけで、気持ちの全てを伝

えることはできないのです（年中、「大声で叱れ」

と言ってるのではありません。あくまで「時には」

です。念のため)。

この「大声で叱る」という行為は、決して楽で

はありません。生徒に嫌われるかもしれないし、そ

もそも大声を出すのには体力が要ります。

新任教員の場合、その辛さから逃れて、ついつ

い優しい言葉だけの注意に陥りがちです。少し大げ

さに言えば､それは自分を甘やかしている証拠です。








